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Fig. 2 Activity concentrations of dissolved radiocesium at Shukugawara.
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多摩川における河川水中懸濁態セシウムの挙動 

Behavior of suspended radiocesium in river water sampled at the Tamagawa River 

 

明治大学大学院理工学研究科✳１  ◯奥村真吾✳１、越智康太郎✳１、萩原健太✳１、中村利廣✳２、小池裕也✳２ 
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１．はじめに 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故により、環境中に放射性セシウム (
134

Cs, 
137

Cs) が放出された。事故

より 5 年を経た現在でも陸域に沈降した放射性セシウムは、河川、海洋へと流出していると考えられる 1)。 

本研究では、環境省のモニタリングが行われておらず、低線量地域である多摩川において河川水を採取し、

溶存態及び懸濁態セシウムの定量分析を行うことで、その挙動について調査した。 

２．実験 

採取した河川水試料は、粒子保持径 1 μmの濾紙を用いて吸引濾過し、濾紙を通過しなかった懸濁物中の放

射性セシウムを懸濁態セシウムとした。使用前の濾紙を乾燥機にて 105 C で 24時間以上乾燥した。懸濁物

を濾過した後の濾紙も使用前と同じ条件で乾燥させることで、重量の差分から懸濁物量を算出した。懸濁物

を濾過後、濾紙を通過した試料に 12M HCl 600 mL を添加し、pH を 1.6 以下に調整した。その後、12-モリ

ブドリン酸アンモニウム三水和物 (AMP, 米山薬品) を 40 g 加え、溶液を 1時間撹拌した。溶液を一昼夜静

置し、粒子保持径 4 μm の濾紙でろ過し、AMP を濾紙上に回収した。AMP に吸着された放射性セシウムを

溶存態セシウムとし、ねじ口 U 式容器 U-8 (アズワン、ポリスチレン製) に充填した。作製した試料を、そ

れぞれ高純度ゲルマニウム半導体検出器で約 48 時間 γ 線測定した。 

３．結果及び考察 

定点観測地点である宿河原 (S) の γ 線測定の結果を Figs. 1, 2 に示す。Fig. 2 より、降水時にサンプリング

を行った S8 で、河川水中の懸濁態セシウム濃度が最も高くなっており、懸濁態セシウム濃度は降雨時に増

大すると考えられる 2)。S8 で採取した河川水中懸濁物量は他の試料に比べて倍以上高かったため、降水時に

は河川周辺からの土壌の流入や底質の再浮遊などによって、懸濁態セシウム濃度が高くなると推測される。 

河川水中の溶存態及び懸濁態を長期的にモニタリングすることで、河川への放射性セシウムの移行や天候

による動態の情報を把握することができると考えている。 
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Fig. 1 Activity concentrations of suspended radiocesium at Shukugawara.
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